
C O N T E N T S
第65回定例会�
地盤、基準地震動に関する事実経過について�

第66回定例会�

設備・建物・構築物に関する事実経過について�

発電所を巡る主な動き�
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」�

�
………………2�

�
……………3�

�
…………………4

▲
�

第65回定例会�
（刈羽村生涯学習センター「ラピカ」）�

▲第66回定例会（柏崎刈羽原子力防災センター）�

情
報
誌
�

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の �

透 明 性 を 確 保 す る �

地域の会�地域の会�
第 3 3号�
平成21年2月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�
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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�
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地
盤
、基
準
地
震
動
に
関
す
る
事
実
経
過
に
つ
い
て
質
疑
応
答
�

�

65保
安
院
、
新
潟
県
及
び
東
京
電
力
か
ら

「
地
盤
（
海
域
及
び
陸
域
震
源
断
層
）
、

基
準
地
震
動
、
地
殻
変
動
」
に
関
す
る

事
実
経
過
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
�

��Q
　
３
号
機
主
排
気
筒
放
射
線
モ
ニ
タ
サ

ン
プ
リ
ン
グ
配
管
の
損
傷
が
確
認
さ
れ
た
。

放
射
能
濃
度
の
評
価
へ
の
影
響
が
小
さ
い
と

し
て
も
大
変
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う

に
全
国
の
各
電
力
会
社
に
対
し
、
点
検
指

示
し
、そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
　
基
本
的
に
は
、
電
力
会
社
相
互
で

情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
情
報
を
共
有
し
、

自
主
的
に
点
検
し
、
安
全
性
の
確
保
を
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。
保
安
院
と
し
て
も
事

象
の
レ
ベ
ル
や
影
響
度
を
勘
案
し
、
必
要
に
応

じ
指
導
や
命
令
を
し
て
い
る
。
�

Q
　
柏
崎
市
で
は
小
中
学
校
へ
の
ヨ
ウ
素
剤

の
分
散
配
置
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
ヨ
ウ
素

剤
過
敏
症
や
副
作
用
等
の
検
診
は
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か
。
�

柏
崎
市
　
小
中
学
校
、
養
護
学
校
に
分
散

配
置
さ
れ
て
い
る
。
副
作
用
等
の
小
中
学
生

の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、

検
診
は
実
施
し
て
い
な
い
。
�

Q
　
過
敏
症
か
ど
う
か
分
ら
な
い
と
い
う
保

護
者
の
回
答
が
多
い
と
聞
く
が
、
今
後
検
診

を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。
�

柏
崎
市
　
検
診
は
今
後
検
討
す
る
。ア
ン
ケ

ー
ト
の
み
で
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
を
判
断
す
る

も
の
で
は
な
い
。
�

Q
　
柏
崎
市
で
は
、
旧
小
国
町
の
よ
う
に
安

定
ヨ
ウ
素
剤
を
家
庭
配
置
で
き
な
い
の
か
。
�

新
潟
県
　
ヨ
ウ

素
剤
の
服
用
は

医
師
の
指
示
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、

管
理
が
難
し
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
国

の
原
子
力
安
全

委
員
会
は
各
家

庭
へ
の
個
別
配
布

は
し
な
い
と
い
う

方
針
。
県
で
は
避

難
所
や
学
校
な

ど
の
配
備
と
し
て

い
る
。
�

柏
崎
市
　
原
子

力
防
災
は
、
県
と

一
体
で
行
う
こ
と

か
ら
、
柏
崎
市
独

自
で
各
戸
配
布

は
し
な
い
。
�

Q
　
今
後
、
防

災
訓
練
を
実
施

す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。
�

新
潟
県
　
現
在

の
と
こ
ろ
総

合

防
災
訓
練
の
予

定
は
な
い
が
、
個
別
の
訓
練
や
研
修
は
個
々

に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
複
合
災
害
に
備

え
て
、
県
の
防
災
計
画
の
見
直
し
は
行
っ
て

い
る
。
�

Q
　
中
越
沖
地
震
の
震
源
の
深
さ
で
あ
る
９

km
近
く
ま
で
海
底
音
波
探
査
を
実
施
し
な

い
限
り
活
断
層
と
の
関
連
が
評
価
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
�

保
安
院
　
佐
渡
海
盆
東
縁
断
層
の
位
置
に

つ
い
て
海
上
音
波
探
査
を
行
い
、
活
断
層
は
な

い
と
確
認
し
た
。
後
期
更
新
世
よ
り
新
し
い

地
層
に
変
位
変
形
を
与
え
て
い
な
け
れ
ば
活

断
層
と
し
て
評
価
す
る
必
要
は
な
い
。
�

Q
　
基
準
地
震
動
策
定
に
関
し
て
、こ
の
地

域
の
特
性
を
考
慮
し
て
も
ら
わ
な
い
と
安
心

で
き
な
い
。
�

保
安
院
　
柏
崎
刈
羽
発
電
所
の
基
準
地
震

動
の
策
定
に
あ
た
り
、
中
越
沖
地
震
で
得
ら

れ
た
知
見
は
当
然
踏
ま
え
て
い
る
。
堆
積
層

が
厚
い
こ
と
、
地
震
波
の
伝
播
経
路
等
の
増

幅
特
性
が
適
切
に
反
映
さ
れ
て
お
り
心
配

な
い
と
考
え
て
い
る
。
�

Q
　
保
安
院
に
は
東
京
電
力
の
調
査
報
告

の
み
の
審
査
で
な
く
、
慎
重
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
。
国
が
最
終
的
に
責
任
を
持
つ
と

言
わ
な
い
限
り
地
域
住
民
は
納
得
し
な
い
。
�

保
安
院
　
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
新
た
な

知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
新
し
い
研
究
や

知
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
必
要
が
あ
れ

ば
再
評
価
し
て
い
く
。
�

Q
　
椎
谷
や
米
山
海
岸
と
発
電
所
敷
地
内

と
で
地
形
面
や
阿
多
鳥
浜
火
山
灰
を
含
む

地
層
の
厚
さ
に
差
が
あ
る
の
に
、
地
殻
運
動

が
無
い
と
い
う
東
京
電
力
の
見
解
は
お
か
し

い
の
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
椎
谷
と
米
山
海
岸
で
は
地
形

面
、
す
な
わ
ち
地
表
の
上
面
が
高
い
位
置
に

あ
り
、
発
電
所
で
は
地
層
の
下
の
部
分
（
阿

多
鳥
浜
火
山
灰
を
含
む
部
分
）
が
低
い
位

置
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と

違
う
高
さ
に
あ
っ
た
も
の
で
、
不
自
然
な
こ
と

で
な
く
、
地
殻
変
動
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
�

��・
緊
急
時
に
医
師
が
避
難
所
へ
出
向
い
て
、

一
人
ひ
と
り
ヨ
ウ
素
剤
服
用
の
判
断
を
す

る
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
。
�

・
今
後
は
複
合
災
害
に
備
え
た
防
災
訓
練

も
実
施
し
て
ほ
し
い
。
�

・
保
安
院
、
東
京
電
力
の
説
明
や
資
料
、
デ

ー
タ
か
ら
真
殿
坂
断
層
は
動
い
て
い
な
い

と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
�

・
住
民
が
求
め
て
い
る
安
心
は
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
い
て
の
説
明
で
あ
り
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
保
安
院
、
県
、
東
京
電
力
は
誠

実
に
対
応
し
て
い
る
と
思
う
。
�

・
変
動
地
形
学
か
ら
言
え
ば
、F-B

断
層
が

３６�
km
で
切
れ
て
い
る
と
言
い
切
る
根
拠
は
な

い
と
思
う
。
�

・
保
安
院
が
東
京
電
力
の
説
明
に
な
ん
ら
疑

問
を
持
た
ず
に
審
査
す
る
の
は
如
何
な
も

の
か
。
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

�

内　　容�

第65回定例会の概要�
平成20年11月5日（水）�

刈羽村 生涯学習センター「ラピカ（文化ホール）」�

16名（欠席8名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村�

原子力安全・保安院�

保安検査官事務所�

地域担当官事務所�

東京電力（株）�

●前回定例会以降の動き�

●地盤、基準地震動に関する事実経過説明�

●その他�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

【
質
疑
応
答
】
�



保
安
院
及
び
東
京
電
力
か
ら
建
物
・
構

築
物
及
び
設
備
の
健
全
性
評
価
に
関
す

る
事
実
経
過
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。
�

��Q
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
建
物
の
地

盤
は
地
震
前
か
ら
変
動
し
て
い
た
。
地
震
で

不
同
隆
起
し
、
地
震
後
も
隆
起
沈
降
が
続

い
て
い
る
。
隆
起
沈
降
は
何
を
基
準
に
評
価
・

判
断
す
る
の
か
。
柏
崎
市
街
地
の
地
盤
沈
下

観
測
で
も
沈
降
が
確
認
さ
れ
た
。
原
発
建
物

の
隆
起
沈
降
や
市
街
地
の
沈
降
は
国
や
県

の
委
員
会
で
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
検

討
す
る
の
か
。
�

保
安
院
　
一
般
論
で
言
え
ば
、
日
本
全
体
で

隆
起
や
沈
降
は
あ
る
。
地
震
直
後
は
発
電
所

敷
地
地
盤
も
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
が
、そ
の

後
東
京
電
力
が
水
準
測
量
を
し
直
し
、
新
た

な
測
量
結
果
を
見
る
と
、
変
動
量
は
小
さ
い
。

次
回
に
資
料
を
準
備
し
て
説
明
す
る
。
�

新
潟
県
　
地
盤
沈
下
の
水
準
測
量
は
、
県

の
県
民
生
活
環
境
部
と
柏
崎
市
が
行
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
が
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
な

が
る
デ
ー
タ
と
し
て
使
え
る
の
か
分
ら
な
い
が
、

デ
ー
タ
を
確
認
し
た
い
。
�

Q
　
発
電
所
で
負
傷
事
故
や
火
災
が
頻
発

し
て
い
る
の
は
、
運
転
再
開
に
つ
い
て
日
程
が

決
ま
っ
て
い
て
、
突
貫
工
事
を
す
る
か
ら
安

全
管
理
が
不
徹
底
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
け
が
人
や
火
災
の
発
生
で
心

配
を
お
か
け
し
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
今
後

も
一
つ
ひ
と
つ
安
全
を
確
認
し
発
電
所
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
�

運
転
再
開
に
つ
い
て
は
、
国
の
審
議
や
自
治

体
の
了
解
等
が
必
要
で
あ
り
、
決
し
て
企
業

だ
け
で
進
め
る
問
題
で
は
な
い
。
予
断
を
持

た
ず
、
や
る
べ
き
こ
と
を
丁
寧
に
着
実
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
�

Q
　
７
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
大
物
搬
入

口
シ
ャ
ッ
タ
ー
前
エ
リ
ア
で
洗
浄
作
業
を
し

て
い
た
と
聞
い
た
が
、
今
ま
で
も
そ
の
よ
う
な

場
所
で
作
業
を
し
て
来
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
通
常
は
タ
ー
ビ
ン
1
台
し
か

や
ら
な
い
点
検
を
、
今
回
は
地
震
後
の
復
旧
の

た
め
、
一
度
に
４
台
点
検
し
て
い
る
。ス
ペ
ー
ス

の
関
係
で
そ
の
場
所
で
作
業
を
し
た
。
�

��Q
　
平
成
１９
年
６
月
１８
日
一
部
改
正
の
安

全
協
定
第
1
条
2
項
「
丙
（
東
京
電
力
）の

活
動
の
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価
制
度
の

確
立
」
に
努
め
た
経
緯
は
。
ま
た
、「
第
三
者

機
関
」と
は
何
か
。
�

新
潟
県
　
平
成
１７
年
に
作
業
管
理
の
不
徹

底
や
人
為
的
ミ
ス
に
起
因
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の

発
生
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
県
の
防

災
局
長
か
ら
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
長
へ
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
原
因
を
究

明
しIS

O

　9
0
0
1

を
取
得
す
る
等
、
再
発
防

止
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請
し
た
。「
第
三
者

機
関
」
と
は
、IS

O

　9
0
0
1

の
審
査
に
つ
い
て

認
定
を
受
け
た
認
定
機
関
で
あ
る
。
�

��・
発
電
所
の
地
質
地
盤
が
地
震
後
も
隆
起

沈
降
し
て
い
る
こ
と
、
地
震
後
市
街
地
の
地

盤
沈
下
が
今
ま
で
起
き
て
い
た
地
域
と
違

う
場
所
で
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
、
地

震
と
地
盤
地
質
の
関
連
性
な
ど
を
、
県
や

市
、
保
安
院
の
検
討
委
員
会
で
検
討
、
議

論
を
し
て
ほ
し
い
。
�

・
柏
崎
地
域
及
び
発
電
所
敷
地
の
地
質
や

地
盤
変
動
に
つ
い
て
は
、
国
等
の
専
門
家
が

調
べ
、
説
明
を
し
て
く
れ
れ
ば
十
分
だ
。
私

は
そ
れ
で
安
心
し
て
い
る
。
�

・
地
質
・
地
盤
の
専
門
的
立
場
か
ら
、
疑
問

点
を
国
や
県
、
市
に
説
明
を
求
め
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。
�

・
今
回
の
国
や
県
の
資
料
・
説
明
等
は
、
非

常
に
分
り
や
す
く
、
透
明
性
を
確
保
す
る

と
い
う
意
味
で
は
良
か
っ
た
。
�

・
７
号
機
の
運
転
再
開
に
つ
い
て
の
新
聞
報

道
は
東
京
電
力
の
確
固
と
し
た
意
思
だ
と

理
解
し
た
。
住
民
と
国
、
東
京
電
力
と
の

温
度
差
が
あ
る
中
で
の
運
転
再
開
に
は
疑

問
を
感
じ
る
。
�

・
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
早
期
の
運
転

再
開
は
確
か
に
望
ま
し
い
こ
と
だ
が
、
安
全

を
確
認
で
き
な
い
ま
ま
で
の
再
開
は
絶
対

に
や
め
て
ほ
し
い
。
�

・
ひ
と
つ
の
事
業
所
（
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
）で
、
け
が
人
や
火
災
が
続
く
と
い
う

の
は
異
常
な
こ
と
で
あ
る
。
些
細
な
事
故
と

は
言
え
、
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ず
住
民
に
不
安
を
与
え
る
。
国
は
緊

張
感
を
持
ち
指
導
・
監
督
し
て
ほ
し
い
。
�

・
報
道
は
発
表
内
容
を
正
し
く
行
っ
て
ほ
し

い
。
�

・
技
術
委
員
会
の
内
容
の
広
報
が
年
に
２
，

３
回
と
い
う
の
は
少
な
い
。
小
委
員
会
の
開

催
回
数
も
増
え
、
県
民
の
関
心
も
高
い
こ

と
か
ら
、
内
容
や
意
見
を
慎
重
に
ま
と
め
て

広
報
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
�

・
柏
崎
・
刈
羽
の
地
質
の
特
性
や
中
越
沖
地

震
が
、
想
定
し
た
限
界
地
震
動
を
４
倍
近

く
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
、こ
の
地
震
の
教
訓

を
生
か
し
た
耐
震
設
計
審
査
指
針
の
再
改

訂
を
す
べ
き
と
強
く
感
じ
た
。
�

3

設
備
・
建
物
・
構
築
物
に
関
す
る
事
実
経
過
に
つ
い
て
質
疑
応
答
�

開 催 日 �
場　　所�
出 席 者�
オブザーバー�
�
�
�
�
内　　容�

第66回定例会の概要�
平成20年12月3日（水）�
柏崎刈羽原子力防災センター�
21名（欠席3名）�
新潟県、柏崎市、刈羽村�
原子力安全・保安院�
保安検査官事務所�
地域担当官事務所�
東京電力（株）�
●前回定例会以降の動き�
●設備・建物・構築物についての経過状況
説明（東電）   �
●設備・建物・構築物についての評価（保
安院）   �
●技術委員会報告など（新潟県）   �
●その他�

66

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

【
質
疑
応
答
】
�

【
前
回
か
ら
の
質
問
に
つ
い
て
】
�

（2）7号機の設備の健全性評価�

機器単位の�
評価�

系統単位の�
評価�

プラント全体の�
評価�

機器単位の�
評価�

系統単位の�
評価�

プラント全体の�
評価�

当院では、以下の3段階の手順を踏みながら評価を進めています。�

●発電所を構成する機器単位
での健全性評価（10月3日報
告書とりまとめ）�

●これら機器から構成される系
統単位で担うべき安全機能
を評価（現在実施中）�

●機器単位、系統単位の評価
を踏まえた上で発電所のプラ
ント全体としての機能を評価�
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昨
年
上
半
期
は
、
史
上
最
大
の
利
益

だ
っ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
半
年
後
は
、
赤
字

転
落
と
い
う
よ
う
に
、
情
勢
が
一
気
に

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
復
旧
か
ら

復
興
に
向
か
っ
て
い
る
柏
崎
に
と
っ
て
も

大
打
撃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
中

で
も
東
芝
進
出
と
い
っ
た
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
す
。
�

　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
も
、
修
繕

と
地
盤
調
査
、
そ
れ
に
伴
う
補
強
工
事

が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ろ
ん
な

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
当
発
電
所

は
、
柏
崎
刈
羽
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
で

あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
安
全
を
最
優
先
に

復
興
に
進
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
�

（
運
営
委
員
　
川
口
）
�

　柏崎では長い間、原発賛成と反
対の対立の

構図が続いてきました。「地域の会
」がこの構図

に若干の変化を作ったとは言え、
両者の距離は

大きく急な変化は難しいようです
。�

　これまで、原発と共に地域の振
興を図るというのが地域振興の

基本的な考え方でした。産業界の
発展だけでなく、あらゆる局面

で東電に頼ろうとする姿勢が強く
、明確な「反対派」を除けばそれ

に疑問を挟むことさえはばかれる
ような雰囲気がありました。�

　そのような中で、中間的な立場
の人が意見の表明をしづらい

雰囲気があったように思います。柏
崎の将来を考えて「原発に過度

に依存しない地域社会の将来を考
えよう」と思っても、迂闊な発言

をすると「反対派」と見られたり、
その仲間にされてしまうという

不安感は市民の中になかったでし
ょうか。�

　原発の問題に縛られて様々な意
見が出されなかった事が、柏崎の

発展を阻害してきたような気がしてな
りません。私のような原発反対派

を含んで賛否を越えた町づくりという
のはすぐには難しい気がしますが、

反対という訳ではないが「原発だけ
でない地域づくり」を考える様々

な人々の意見をもっと尊重して、町づ
くりができないものでしょうか。�

　地震に追い打ちをかける未曾有
の世界不況の中で、産業界の

多くの方々が柏崎の発展のため
に知恵を絞っていることと思い

ますが、こういう時こそ様々な立
場の人々の広範なアイデアと

力を結集したいものです。�

柏崎の未来のために�
柏崎市�本間 保さん�

編
集
後
記
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�
宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�

h t tp : / /www. t i i k i noka i . j p
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発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

（10月1日～12月3日）�（10月1日～12月3日）�

　「天災は忘れた時にやってくる」と言われ
ますが、まさに未曾有な中越沖地震が発生し、一時はどうなることか途方に迷いました。丁度私は集落の総代をやっており、自分のことは家内に全て頼み、隣接は勿論のこと老人一人住まい、体に障害のある人、更に各戸の被害状況等々については役員と協議し、各関連機関に情報提供し緊急物資の手当をし、対処したことは永久に忘れる事はありません。�　日本は、世界でも有数な地震大国と言われている今日、地震が起きマスメディアが柏崎刈羽原子力発電所に対して、透明性を確保するため住民の感情的思いを報道機関を通して情報を共有し、原子力発電所に対し真の安心安全を真剣に議論が行われ、何が要因なのか、様々な角度から同じ過ちを二度と繰り返さないため、一人ひとりがルールを守り災害に強く、世界に誇れる発電所を目指し更なる努力をされ、一日も早く１号機から７号機まで稼働され、低炭素環境で柏崎市民はじめ地域住民の安全を守り、勇気と希望を切に願うものであります。�
　地域の会の熱心な活動に対しご支援申し上げます。�

柏崎市�

私の希望と�
地域住民が誇れる世界一の�
柏崎刈羽原子力発電所に�

田中 武さん�

再生紙を�
使用しています�

10
月
2
日
��

3
日
���

7
日
��

9
日
�����

10
日
��

15
日
������

16
日
��

17
日
����

21
日
������

22
日
�����

23
日
�����

24
日
�������

28
日
�����

29
日
��

30
日
��

31
日
��

11
月
4
日
�������

5
日
�����

6
日
�

�������

7
日
��

11
日
��

12
日
��

13
日
��

14
日
��

18
日
���

19
日
���

20
日
������

21
日
��

22
日
��

23
日
��

26
日
��

27
日
������

28
日
�������������

12
月
1
日
��

2
日
����

3
日
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
7
号
機
に
お
け
る
設
備
の
健
全
性
に
係

る
点
検
・
評
価
報
告
書（
機
器
単
位
の
設
備
健
全
性
）

を
と
り
ま
と
め
、原
子
力
安
全
委
員
会
に
報
告
�

保
安
院
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
敷
地
周

辺
の
露
頭
調
査
実
施
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設

に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
（
地
震
・
津
波
、
地

質
・
地
盤
合
同
W
G
）
開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月

例
状
況
確
認
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
地
震
、
地
質
・
地
盤
に

関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

免
震
重
要
棟
新
築
工
事
現
場
（
屋
外
）に
お
け
る

け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

３
号
機
排
気
筒
放
射
線
モ
ニ
タ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
配

管
の
損
傷
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理
区
域
）
に
お
け
る

け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
原
子
炉
建
屋
の
上
部
格
納
容
器
内
（
管
理

区
域
）に
お
け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
設
備
健
全
性
、
耐
震

安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

保
安
院
　
7
号
機
に
お
け
る
設
備
の
健
全
性
に

係
る
評
価
結
果
を
原
子
力
安
全
委
員
会
に
報
告
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
構
造
W
G
）開
催
�

７
号
機
原
子
炉
建
屋
（
管
理
区
域
）に
お
け
る
け

が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
敷
地
周
辺
の
地
質
・

地
質
構
造
に
係
る
報
告
書
お
よ
び
基
準
地
震
動

に
係
る
報
告
書
（
追
補
版
）の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
１
号
機
の
建
物
・
構
築
物
に
係
る
点
検
・

評
価
の
実
施
状
況
に
対
す
る
立
入
検
査
及
び
専

門
家
に
よ
る
現
地
調
査
実
施
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
東
京
電
力
が
見
直
し
た
新
し
い
基
準
地
震

動
等
を
妥
当
と
す
る
見
解
案
を
合
同
W
G
に
提
出
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設

に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
（
地
震
・
津
波
、
地

質
・
地
盤
合
同
W
G
）
開
催
�

５
号
機
主
変
圧
器
基
礎
周
辺
部
（
屋
外
）に
お
け

る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

県
、
柏
崎
市
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

１
号
機
海
水
熱
交
換
器
建
屋
（
非
管
理
区
域
）に

お
け
る
水
漏
れ（
雨
水
）に
つ
い
て
公
表
�

１
号
機
主
排
気
筒
放
射
線
モ
ニ
タ
サ
ン
プ
リ
ン
グ

配
管
接
続
部
の
ズ
レ
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設

に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

原
子
炉
施
設
保
安
規
定
の
変
更
認
可
申
請
に
つ

い
て
公
表
�

保
安
院
　
燃
料
装
荷
前
の
安
全
性
確
認
結
果
を

設
備
健
全
性
評
価
サ
ブ
W
G
に
提
出
�

５
号
機
所
内
変
圧
器
基
礎
周
辺
部
（
屋
外
）に
お

け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
に
お
け
る「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る

耐
震
設
計
審
査
指
針
」の
改
訂
に
伴
う
耐
震
安
全

性
評
価
結
果（
中
間
報
告
）の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
地
震
、
地
質
・
地
盤
に

関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

６
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
設
備

健
全
性
に
係
る
点
検
・
評
価
計
画
書
（
改
訂
１
）の

提
出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設

に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
（
地
震
・
津
波
、
地

質
・
地
盤
合
同
W
G
）
開
催
�

保
安
院
　
７
号
機
の
設
備
健
全
性
評
価
に
係
る

中
間
報
告
（
燃
料
装
荷
前
の
系
統
機
能
試
験
）を

ま
と
め
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に
報
告
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状

況
確
認
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月

例
状
況
確
認
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
設
備
健
全
性
、
耐
震

安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

５
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
西
側
（
屋
外
）
に
お
け
る

け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設

に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
（
地
震
・
津
波
、
地

質
・
地
盤
合
同
W
G
）
開
催
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
の
開
催
�

６
号
機
軽
油
タ
ン
ク
周
辺
道
路
（
屋
外
）に
お
け

る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
・

敷
地
周
辺
の
地
質
・
地
質
構
造
及
び
基
準
地
震

動
の
評
価
に
係
る
中
間
報
告
を
原
子
力
安
全
委

員
会
に
報
告
及
び
東
京
電
力
に
通
知
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

５
号
機
サ
ー
ビ
ス
建
屋
冷
凍
機
室（
非
管
理
区
域
）

に
お
け
る
油
の
こ
ぼ
れ
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
敷
地
北

部
番
神
砂
層
露
頭
等
の
現
地
調
査
実
施
�

７
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
火
災
に
つ
い
て

公
表
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
設
備
健
全
性
、
耐
震

安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状

況
確
認
�

発
電
所
構
内
（
屋
外
）に
お
け
る
け
が
人
の
発
生

に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の

状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状

況
確
認
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
構
造
W
G
）開
催
�

保
安
院
　
東
京
電
力
に
対
し
、７
号
機
タ
ー
ビ
ン

建
屋
に
お
け
る
火
災
に
係
る
原
因
究
明
及
び
再

発
防
止
対
策
の
徹
底
検
討
を
指
示
�

７
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
火
災
に
関
す
る

指
示
文
書
の
受
領
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
に
お
け
る「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す

る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」の
改
訂
に
伴
う
耐
震
安

全
性
評
価
結
果
（
中
間
報
告
書
そ
の
２
）の
提
出
に

つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
I
A
E
A
第
２
次
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
団
の
受
入
（
１２
月
5
日
ま
で
）
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
地
震
、
地
質
・
地
盤
に

関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

新
潟
県
　
県
防
災
局
長
が
東
京
電
力
に
対
し
て
、

安
全
管
理
の
徹
底
の
申
入
れ
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
設
備
健
全
性
評
価
サ

ブ
W
G
）開
催
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に

関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
構
造
W
G
）開
催
�

７
号
機
に
お
け
る「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る

耐
震
設
計
審
査
指
針
」の
改
訂
に
伴
う
耐
震
安
全

性
評
価
結
果
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、�
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
お気軽気軽にお越し下さい。�

会は公開で行われています。�
お気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第69回定例会�
日時：�平成21年3月4日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

第70回定例会�
日時：�平成21年4月8日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�


